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外科領 域 にお け るcefotiamhexeti1の

臨床 的検 討

松股 孝 ・杉町圭蔵

九州大学医学部第2外 科教室象

新しい経 口用cephalosporin剤cefotiamhexeti1を 外 科領域感染症4例 に使用 し,臨 床

効果,副 作用について検討を行った。

術後創感染3例,胆 管炎1例 に本剤を使用 した。投与方法は1回200mgを1日3回 服用

し投与期間は5日 ない し8日 であった。臨床効果は有効2例,や や有効2例 で有効率は50

%で あ った。

自他覚的副作用は全例において認められなかった。
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Cefotiamhexeti1(CTM-HE,SCE-2174)は 武 田 薬 品

で開発 され た経 口 用cephalosporin剤 であ り,cefotiam

(CTM)を1-(cyclohexyloxycarbonyloxy)ethylester

誘 導体 とす ろ こ とに よ り,経 口吸収 を可 能 に した もの で

あろ1}。本 剤 はFig.1の 構 造 を有 し,そ れ 自体 ては 抗 菌作

用 を 示 さな いが,経 口投 与 され る と腸 管 壁 で エ ス テ ラー

セに よ り加 水分 解 を受 け,CTMと して吸収 され る2)。本

剤 は 広 い 抗 菌 ス ペ ク トル を有 し,従 来 の 経 口cephalo-

sporin剤 で は期 待 で きな か っ たEscherichiacoliの セ フ

ァ レ キ シ ン(CEX)耐 性 株 や,Citrobacter,Entero-

bacter,イ ン ドー ル腸 性Proteus,Haemophilusinflu-

enzaeに も抗 菌力 を発揮 す る2,3)。

今 回,本 剤 を外 科領 域 感 染症 に 使用 し,若 干 の 成績 を

得 たの で 報 告す る。

Fig. 1 Chemical structure of cefotiam hexetil

1.対 象 お よ び 方 法

昭 和61年6月 か ら昭 和62年1月 に か け て外 科領

域 感 染 症 の 入 院 症 例4例 にcefotiamhexetilを 経 口

投 与 し,臨 床 効 果,安 全 性 に つ い て検 討 した。 感染

症 の 内 訳 は,術 後 創 感 染3例,胆 管 炎1例 で あ った。

投 与 方 法 は い ず れ も1回200mgを1日3回 投 与 し

た(Table1)。

2.成 績

症 例1:41歳,男 性;大 腸 癌 の肝 転移 の ため肝切除術

を施 行 し,感 染 予防 の た めceftizoxime(CZX)を1週

間投 与 した。 術後2週 間後 に創部 に感染 を発 症 したため,

切 開 を施 し,本 剤の 投 与 を開 始 した。 投 与開 始3日 後に

ほ とん どの炎 症症 状 の 消失 を認 め たの で有効 と判定 した。

投 与 前 にcaagulasenegative staphylococcus(CNS)

が検 出 され た。

症 例2:38歳,男 性;肝 硬 変合 併,食 道静脈瘤 のため

摘 脾 術,胃 上 部血 行 郭 清術 を施 行 した症 例 であ る。術後

3週 間 して創 部 に 感染 を発症 したた め本 剤投 与 を開始 し

た。 投与 開 始5日 後 に炎 症 症状 が か な り改善 したため有

効 と判定 した。 投 与 前 にStaphylococcusaureusを 検 出

した。

症例3:41歳,男 性;肝 血 管 腫 の た め肝 切除術 を施行

した。 術 後 よ り4日 間latamOxef(LMOX)とamikacin
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(AMK)を 投与 したが,創 部痛 と発熱がみられたため,

5日 目切開し,翌 日より本剤投与に切り換えた。投与7日

後に発熱が軽快し,炎 症症状の一部に改善がみられたた

めやや有効と判定した。投与前にCNSを 検出した。

症例4:59歳,女 性:胆 石症による胆嚢炎のため他院

にてPTCD施 行 後当科に入院する。胆嚢切除術後

cefmenoxime(CMX)を8日 間投与するも胆管炎を併発

し,術 後2週 間後より本剤の投与を開始した。投与前に

胆汁中より検出されたAcinetobacter calcoaceticus,

CNSの 菌量の減少を認めたのでやや有効とした。

上記4例 では自他覚的副作用は認めなかった。臨

床検査値異常(Table2)と して2例 で トランスアミ

ナーゼの上昇が見 られた。症例2に おいて投与終了

時にGOT(54→101),GPT(46→75)の 上 昇が

見られたが肝硬変併存例であり,原 疾患による影響

も考えられ,本 剤 との関連は不明である。症例4で

は投与中一過性のGOT,GPTの 上昇(GOT:154

→231→148,GPT:158→221→188)を み たが,

投 与前 より高値 を示してお り,本 剤 との関連性は否

定できない まで も臨床上問題のある変動ではなかっ

た。

考 察

Cefotiam hexetilの 活 性体であるCTMは グラム

陽性菌からグラム陰性菌 まで幅広 い抗菌スペク トル

を有 し,CTMの 注射製剤は今 日,外 科領域術後感

染症に一般に広 く使用 されている4)。

それゆえ,症 状改善時に注射剤か ら同成分の経口

剤 に切 り換えができるということは,患 者側の負担

も軽減 され,維 持療法の面からも意義のあることと

思われる。本試験において も術後創感染3例 のうち

2例 で試験開始前で注射剤が投与されていた。

臨床効果 を検討 したところ有効2例,や や有効1

例 であった。 これはすでに発表 されている創感染に

対する成績(cefotiam hexetilで73.7%5),cefur.

oxime axetil(CXM-AM)で77.1%6})と 比較 して

も対象 とした疾患の重症度を考慮 に入れると経[]剤

での効果 としては満足で きる もの と思われる。

また,胆 管炎1例 について も本剤を使用する機会

を得たが,効 果はやや有効であった。

安全性についても検討 したところ4例 とも肝 ・胆

道系に基礎疾患を有 してお りGOT,GPTの 上昇が

認められた2例 について原疾患の影響 も考えられる

が本剤投与 との関連 も否定 しえなかった。

以上の成績 よりcefotiamhexeti1は 肝 ・胆道系に

基礎疾患を有する外科領域術後感染症においても使

用可能 な薬剤 と考えられた。
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CEFOTIAM HEXETIL 

IN SURGICAL INFECTIONS 

TAKASHI MATSUMATA, and KEIZO SUGIMACHI 

Second Department of Surgery, Faculty of Medicine, Kyushu University, 

3-1-1 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka 812, Japan

We studied cefotiam hexetil, a new oral cephalosporin drug, to evaluate its clinical efficacy and 
safety in 4 cases with surgical infections. 

The drug was administered p.o. at 600 mg daily for 5 or 8 days to 3 patients with postoperative 
wound infection, and 1 with cholangitis. 

Clinical efficacy was good in 2, and fair in 2. The efficacy rate was 50%. 
No side effects were observed.


